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学級活動指導案

人権教育としての協議の視点

ジェンダーに関わる読み聞かせやスライドによる説明は、性的マイノリティのこと、

自分のことや自分と友達との違いに気付く手段として有効だったか。

Ⅰ 題材名「みんなともだち」

Ⅱ 学習指導要領の位置付け

（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全

イ よりよい人間関係の形成

学級や学校の生活において互いのよさを見付け、違いを尊重し合い、仲よくし

たり信頼し合ったりして生活すること。

Ⅲ 題材設定の理由

（削除）

Ⅳ 身に付けさせたい資質・能力及び児童の実態

身に付けさせたい資質・能力 児童の実態

知識・技能 好きなことや、興味のあること （削除）

は１人１人がそれぞれみな違う

ものであり、友達の考えに左右

されたり男の子、女の子という

ことで決まったりするものでは

なく、自分自身で決めていいこ

とを知る。

思考力・判断力・ 読み聞かせや養護教諭の話しを （削除）

表現力 聞いて、自分の周りには自分と

違う考えを持っている人がいる

ことを知り、それを認めて受け

入れようとする気持ちを持つこ

とができる。

主体的に学習に 発表や話し合いを通して自己の （削除）

取り組む態度 課題を見つけ、今後の学校生活

に生かそうとしている。
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Ⅴ 指導計画

主な内容 主な学習活動 評価の観点

知 思 態

事 問題の発見と ○「自分と友達と関係」についてのアンケー

前 確認 トを取り、事態を把握する。

の （○） ○

活

動

本時の学習 ○

事 決めたことの ○２週間、学校生活で行動目標が達成されて

後 実践及び振り いるかを帰りの会等でチェックし、友達の良

の 返り さを認めて仲良く生活していこうという行動 （○）（○） ○

活 意識を高める。

動

Ⅵ 人権教育との関わり

人はそれぞれ１人１人みな違った存在である。自分の事を知り自分を大切にするととも

に、友達のことを知り大切にしようという気持ちを持つことが大切である。群馬県人権教

育充実指針の１１の人権重要課題で「性的マイノリティの人たちに対する偏見や差別の解

消を図る（抜粋）」を掲げている。

そこで、本単元では、養護教諭とのＴＴで、読み聞かせやスライドから性的マイノリテ

ィの例や自分というものは性別に左右されるものではないことを学習する。さらにグルー

プ活動を通して、ちがいをを認め合うことについて考えていく。

Ⅶ 本時の学習

１ ねらい 学級の友達は１人１人がみんな違うことを知り、違いを受け入れて仲良く

していくために自分はどうすればよいかを決める。

２ 準備 事前アンケート結果スライド、読み聞かせ用スライド、自分らしさとはを

説明するためのスライド、ワークシート、行動目標を掲示するための模造

紙

３ 人権教育の視点

○感 性：読み聞かせや、スライドによる説明から性的マイノリティのこと、自分の

ことや自分と友達との違いに気付く。

○判断力：人はみな違うということを知り、自分はどのように行動していくかを考え

グループで考えを交流させることができる。
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４ 展開

主な学習活動 指導上の留意点及び支援・評価 時

○教師の発問 ☆児童の意識 間

◇指示 Ｔ１（学級担任） Ｔ２（養護教諭）

１ 事前にとったアンケートから学級の ※アンケートの結 ※ＩＣＴ機器の操

実態や現状を把握する。（つかむ） 果から、自分はち 作をする。

○アンケートの結果を見てどう思います ょっとみんな違っ

か。 たところがあって

①自分がみんなとちがうところがあると それを知ってもら

きどう思うか。 いたいという人も

☆やっぱり自分のことを知ってもらいた いれば、知られた

いよね。 くないという人も

☆逆に違うところを知られたくないと思 いること、自分と ５

っている人もいるんだな。 ちがう人とは仲良

☆「何も思わない」ってどういう意味か くできないという

な。 人がいることを意

②友達が自分とちょっと違うなというと 識させる。

ころがあったときどう思うか。

☆わたしもなかよくなりたいと思うな。 ※今日の授業のめ

☆「なかよくできない」はこれでいいの あては何かを考え 分

かな。 させる。

☆「よくないよ」はなかなか言いづらい

な。

③このクラスは、みんなの違うところを

どのようにしていると思いますか。

☆みんな違うところを大事にして「いい

ね」と言っているは、１人１人はみん

な違うんだものね。

☆違うところに「ちがうよ」と言ってい

る人もいるなあ。

◇自分のことを知ってもらいたいとか違

うところを知ってもらいたくない、自

分と違うから仲良くできないと思って

いる人もいます。自分はどうすればい

いのか考えたり話し合ったりしていき

ましょう。

〈めあて〉ちがいをみとめてみんながなかよくするために、自分ができる

ことを考えよう。

２ 「王様と王様」を読み聞かせを聞く。 ※読み聞かせの前 ※ＩＣＴ機器の操

（抜粋）。（さぐる） に、「シンデレラ」 作をする。

○お話を聞いて、どんなことを思いまし の話しを取り上げ
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たか。 て「別姓同士の結

☆男の人と男の人が結婚することがある 婚」と「同姓の結 ８

んだなと思った。 婚」を対比する。

☆男の人と男の人が結婚するなんて何か ※おかしいと思っ

おかしい。 たり、男同士とか 分

☆男の人と男の人が結婚してもいいのか 男と女とか、心や

なと思った。 体に大きく関係し

ていることに意識

を向ける。

３ 養護教諭の話を聞く。（見付ける） ※ポイントをカー ※スライドを使っ

・家族のかたちについて ド化しておき、説 て視覚的にわかり

・男の子・女の子って？ 明のあとにスムー やすく説明する。

・すきなものはみんな違うこと、自分で ズに掲示する。 ※ 家 族 に つ い て ７

それを決めてよいこと ※机間指導して、 は 、 LGBTQ を 意
意味がわかってい 識 し た 説 明 で あ

ない児童がいたら る。 分

助言等行う。 ※男の子・女の子

については、色、

スポーツ、趣味、

性格など具体例を

示しながら説明す

る。

４ 人は１人１人みんな違うことを知り ※友達は自分と違

これから自分はどうしていくか決め うところがあって 【評価項目・思】

る。（意思決定をする） 当たり前だという 違 い を 認 め

○みんなが仲良くするために自分は何が ことをおさえる。 て、自分がど

できると思いますか。 ※アンケート結果 う行動してい ４

☆自分とちがうところに気づいても仲良 の「自分のことを くかを決めて

くしたい。 知 っ て も ら い た いる。（カー

☆自分と違うところがあってもその人に い 」、「 違 う と こ ド・発言）

たい。 ろを知られたくな

☆今まで通り仲良くしたい。 い」「何も思わな 分

い」も意識させる。

※自分が意思決定

したことをカード

に書かせる。

５ 考えを交流する。 ※発表する順番を ※Ｔ１、Ｔ２とも

◇グループになって、グループの人の考 決めて全員が発表 グループの状況を

えを聞いてみてください。 で き る よ う に す 見ながら、スムー 18
☆人はみんな違うことがわかりました。 る。 ズに話し合いが進

自分と違ってもなかよくしたいです。 ※考えが決まらな 行するように助言

☆友達の話を聞いてあげたいなと思いま い人はグループの する。
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した。 人の考えを聞いて

☆誰とでも仲良くしたいと思いました。 「自分もこうして 分

みよう。」と考え

が決められるとよ

いことを告げる。

６ 振り返りを発表する。

〈振り返りの姿〉

☆今日の授業で、人はみんな違うことがよくわかりました。これからもみん ３

なと仲良くしたいです。

☆男の子だから、女の子だからということではなく自分がすきなことは自分 分

で決めればよいことがわかりました。

５ 板書計画

〈めあて〉ちがいをみとめてみんながなかよ ○○先生のお話

くするために、自分ができることを考えよう。 ・色 ・スポーツ ・すきなもの

・せいかく

「シンデレラ」 ↓

王子と王女（シンデレラ） 自分で決めていい。

「王様と王様」 アンケートの結果

☆男の人と男の人が結婚することがあるんだなと思った。 「みんなに自分のことを知ってほしい」

☆男の人と男の人が結婚するなんて何かおかしい。 「ちがうところえを知られたくない」

☆男の人と男の人が結婚してもいいのかなと思った。 「なにも思わない」

６ ＩＣＴの活用

・Google Form アンケート結果の提示

・Google スライドで「シンデレラ」、「王様と王様」、養護教諭の説明資料を提示


